
Title 『上海博物館蔵戦国楚竹書（五）』について : 形制
一覧と所収文献概要

Author(s) 草野, 友子

Citation 中国研究集刊. 2006, 40, p. 50-66

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/61036

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



中
国
研
究
集
刊
霞
号
（
総
四
十
号
）
平
成
十
八
年
六
月
五

O
I六
六
頁

二
0
0
五
年
十
月
、
上
海
古
籍
出
版
社
よ
り
馬
承
源
主
編
『
上

海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
が
刊
行
さ
れ
、
日
本
に
は
二
〇

0
六
年
二
月
末
頃
に
輸
入
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
『
上
海
博
物
館
蔵

戦
国
楚
竹
書
』
は
二

0
0
一
年
十
一
月
に
第
一
分
冊
、
二

0
0
ニ

年
十
二
月
に
第
二
分
冊
、
二

0
0
四
年
三
月
に
第
三
分
冊
、
二

O

0
四
年
十
二
月
に
第
四
分
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
そ
の
続
編

の
第
五
分
冊
に
当
た
る
。

こ
の
第
五
分
冊
に
は
、
『
競
建
内
之
』
・
『
飽
叔
牙
興
阻
朋
之
諌
』
・
『
季

庚
子
問
於
孔
子
』
・
『
姑
成
家
父
』
・
『
君
子
為
證
』
・
『
弟
子
問
』
・
『
三

徳
』
・
『
鬼
神
之
明
融
師
有
成
氏
』
の
八
文
献
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
そ
の
速
報
と
し
て
、
ま
ず
第
五
分
冊
全
体
の
形
制

一
覧
を
作
成
し
て
掲
載
し
、
続
い
て
第
五
分
冊
所
収
の
全
文
献
の

概
要
を
報
告
す
る
。

一
上
博
楚
簡
（
五
）
形
制
一
覧

本
表
は
、
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
五
年
十
二
月
）
の
釈
文
担
当
者
の

説
明
に
基
づ
い
て
、
そ
の
形
制
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

各
文
献
に
つ
い
て
、
竹
簡
の
枚
数
、
簡
長
、
編
綾
、
契
口
、
簡

端
、
完
簡
・
整
簡
、
残
簡
、
字
数
、
篇
題
、
備
考
を
記
す
。

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
に
つ
い
て

ー
形
制
一
覧
と
所
収
文
献
概
要
ー

草

野

友

子

(50) 



上
博

楚
簡

（
五

）
形

制
一

覧
表

No. 
帽

名
称

枚
数

簡
長

(cm)
編

綾
契
口

簡
端

完簡
残簡

字数
篇

題
備

考

僧箇）

22 
五

競
建

内
之

10 
42.8 ,...., 

43.3 
三
道

右
平

斉
7

3
 

347 
「
競
建
内
之
」

『
飽
叔
牙
典
隔
朋
之
諫
』

第
l
簡

背
面

と
併
せ
て
一
篇
か
。

23 
五

飽
叔

牙
輿

隔
朋

之
諫
，
 40.4"" 43.2 

二
一
追ヽユよ”

右
8

平
斉

7
 

2
 

340 
「
飽
叔
牙
奥
限
朋
之
諫
」

『
競

建
内

之
』

と
併

せ

左
l

第
9
簡

て
一
篇
か
。

2
4
 
五

季
庚

子
問

於
孔

子
23 

3
8

.6
~

3
9

.0
 
三

道
右

平
斉

8
11 

6
6
9
 

(4) 

25 
五

姑
成

家
父

10 
4
3
.
7
"
'
4
4
.
4
 
三

道
右

平
斉

6
4

 
4
6
6
 

2
6
 
五

君
子

為
證

16 
54.1 ,.__, 

54.5 
三

道
右

平
斉

2
14 

3
4
2
 

『
弟

子
問

』
の

一
部

と
連

続
す

る
可

能
性

あ
り

。

27 
五

弟
子

問
25 

残
簡
最
長

45.2
＿

道
右

平
斉

な
し

25 
4
9
4
 

28 
五

ー＝
／イ芯益

22+1 
4
4
.
7
-
4
5
.
1
 
両
道

右
平

斉
5

8
 

898 
一

枚
は

香
港

中
文

大
学

(10) 
中

国
文

化
研

究
所

文
物

館
所
蔵
。

2
9
 
五

鬼
神

之
明

8
 

整
簡
最
長

52.l
三

道
右

平
斉

(2) 
6

 
197 

第
1
簡
に
留
白
。

融
師

有
成

氏
122 

第
2
簡
背
面
に
補
足
。

第
5
簡
の
墨
節
で
区
分
。

l9 



【
補
足
】

(
1
)
表
中
の
「
屈
」
は
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
十
八
号
（
別

冊
『
戦
国
楚
簡
研
究
2
0

0

 5』
、
二

0
0
五
年
十
二
月
）

掲
載
の
「
上
博
楚
簡
形
制
一
覧
表
」
か
ら
の
連
番
で
あ
る
。

(
2
)
完
簡
と
整
簡
と
の
区
別

『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
十
八
号
掲
載
の
「
書
誌
情
報
用

語
解
説
（
二
）
」
に
お
い
て
、
整
簡
を
「
上
下
二
つ
、
或
い

は
三
つ
に
折
れ
た
残
簡
同
士
を
接
合
し
て
、
文
字
の
欠
落

が
無
い
一
本
の
竹
簡
の
形
に
し
た
も
の
」
と
定
義
す
る
。

ま
た
、
「
但
し
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
に
お
い

て
は
、
接
合
し
て
一
本
の
形
に
し
た
竹
簡
と
、
も
と
も
と

完
全
な
形
を
保
っ
て
い
る
竹
簡
と
に
つ
い
て
、
各
文
献
の

釈
読
者
の
間
に
用
語
の
不
統
一
が
見
ら
れ
る
。
」
と
述
べ
る
。

第
五
分
冊
に
お
い
て
も
釈
文
担
当
者
に
よ
っ
て
用
語
の
不

統
一
が
見
ら
れ
る
た
め
、
本
表
で
は
「
書
誌
情
報
用
語
解

説
（
二
）
」
の
定
義
に
従
っ
て
、
簡
数
を
改
め
た
箇
所
が
あ

る。

(
3
)
『
競
建
内
之
』
・
『
飽
叔
牙
輿
隔
朋
之
諫
』
の
釈
文
担
当
者

で
あ
る
陳
侃
芥
氏
は
、
『
競
建
内
之
』
・
『
飽
叔
牙
典
隔
朋

之
諫
』
の
全
竹
簡
は
「
ほ
ぼ
完
簡
」
と
し
て
い
る
が
、
実

際
に
は
欠
損
し
て
い
る
竹
簡
が
あ
る
た
め
、
筆
者
は
こ
れ

ら
を
完
簡
で
は
な
く
残
簡
と
み
な
し
て
表
に
反
映
さ
せ
た
。

二
上
博
楚
簡
（
五
）
文
献
概
要

[
凡
例
]

(
1
)

書
誌
情
報
…
…
釈
文
担
当
者
、
篇
題
の
有
無
、
竹
簡
の
状

態
、
字
数
、
字
体
、
字
間
、
標
号
な
ど
、
書
誌
の
情
報
を

掲
載
す
る
。
ま
た
、
そ
の
状
況
を
各
々
図
示
す
る
。

(
2
)
概
要
…
…
第
五
分
冊
の
文
献
の
内
容
を
概
説
す
る
。

(
3
)

他
の
排
列
案
な
ど
…
…
釈
文
担
当
者
以
外
の
排
列
案
な
ど

を
掲
載
す
る
。
（
な
お
研
究
者
に
よ
っ
て
は
部
分
的
な
排
列

案
を
提
案
し
て
い
る
。
）

(
4
)補
足
•
そ
の
他
…
…
筆
者
に
よ
る
補
足
、
及
び
現
時
点
（
ニ

0
0
六
年
三
月
現
在
）
で
の
私
見
を
記
載
す
る
。

•
〈
〉
内
の
算
用
数
字
は
、
竹
簡
番
号
を
示
す
。
(
〈

0
1

〉

等
の

0
に
当
て
は
ま
る
字
は
、
篇
題
の
頭
文
字
よ
り
取
る
。
）

「
＋
」
は
文
脈
上
、
竹
簡
が
完
全
に
接
続
す
る
こ
と
を
示
す
。

「
…
…
」
は
お
お
よ
そ
接
続
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
欠
簡

が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
「
、
」
は
接
続
し

な
い
こ
と
を
示
す
。

・
書
誌
情
報
に
関
す
る
専
門
用
語
は
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三

十
三
号
（
別
冊
特
集
『
新
出
土
資
料
と
中
国
思
想
史
』
、
二

O

0
三
年
六
月
）
掲
載
の
「
書
誌
情
報
用
語
解
説
」
、
お
よ
び
『
中

国
研
究
集
刊
』
第
三
十
八
号
（
前
掲
書
）
掲
載
の
「
書
誌
情

報
用
語
解
説
（
二
）
」
を
参
考
に
し
た
。

(52) 



現
存
文
字
数
は
三
百
四
十
七
字
（
合
文

一
）
。
各
簡
に
書
写
さ
れ

て
い
る
字
数
は
、
三
十
二
＼
三
十
六
字
。

書
体
は
整
っ
て
お
り
、

字
間
は
基
本
的
に
均
等
で
あ
る
。
天
頭
（
上
の
端
部
）
、
地
脚
（
下

の
端
部
）
に
若
干
の
留
白
は
あ
る
が
、
簡
い
っ
ぱ
い
に
書
写
さ
れ
、

み
な
竹
黄
に
書
か
れ
て
い
る
。

本
篇
は
同
じ
字
で
異
な
る
写
法
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え

1.8 
cm 

＇ 
8

3

 

節
長

2
c
m
¥
3
c
m

4

4

 

5

8

 

.
m
S
.
m
 

9

C

9

C

 

l

l

 

6

9

 

.
m
S
.
n
 

9

C

9

C

 

l

l

 

『
競
建
内
之
』

（
き
ょ
う
け
ん
な
い
し
）

1.8 
cm 

(
1
)
書
誌
情
報

釈
文
担
当
者
は
、
陳
個
芥
氏
で
あ
る
。
篇
題
は
、
第
一
簡
背
面

に
「
競
建
内
之
」
と
あ
る
。
全
十
簡
。
完
簡
は
七
筋
。
残
筋
は
三

簡
。
竹
簡
の
排
列
は
、
〈
1
〉
+
〈
2
〉
+

〈3〉

+

〈
4
〉
…
…

〈5〉

+

〈
6
〉
…
…
〈
7
〉

+

〈
8
〉
+

〈
9
〉
+

〈
1
0
〉
と

す
る
。編

棧
は
三
道
。
右
契
口
。
簡
端
は
平
斉
。
筋
長
・
契
口
位
置
は
、

『
飽
叔
牙
興
限
朋
之
諫
』
と
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
。

(
2
)
概
要

本
篇
は
隈
朋
•
飽
叔
牙
と
斉
の
桓
公
と
の
対
話
を
記
述
し
て
い

る
。
陳
侃
芥
氏
の

「説
明
」
に
基
づ
く
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ニ
大
夫
は
治
国
の
要
事
（
重
要
事
項
）
を
斉
の
桓
公
に
進
言
す

ま
た

〈

6
〉

に
墨
釘
が
あ
る
。

〈

5
〉
汲

〈

9
〉
仮

〈

1
〉
級

〈

2
〉
汲

ば、

「隈
」
の
字
に
は
三
種
の
写
法
（
「
級
」
・

「汲
」
・
「
仮
」）

が

あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
楚
文
字
の
信
頼
で
き
る
字
形
の
用
例
が
増

加
し
た
。

(53 ) 



(
3
)
他
の
排
列
案

•
陳
剣
氏
は
、
『
競
建
内
之
』
と
『
飽
叔
牙
典
隠
朋
之
諫
』
と
を
併

せ
て
一
篇
と
見
る
。
氏
は
「
談
談
《
上
博
（
五
）
》
的
竹
簡
分
篇
・

併
合
与
編
聯
問
題
」
（
簡
吊
網
、
二

0
0
六
年
二
月
十
九
日
）
に

お
い
て
、
次
の
排
列
案
を
提
案
し
て
い
る
。

〈
1
〉
…
…
〈
5
〉
+
〈
6
〉
+
〈
2
〉
+
〈
7
〉
+
〈
4
〉

+
〈
3
〉
+
〈
8
〉
+
〈
9
〉
+
〈
10
〉
（
↓
『
飽
叔
牙
奥
隔
朋

之
諫
』
〈
4
〉
に
接
続
。
以
下
、
『
飽
叔
牙
奥
隔
朋
之
諫
』
の
竹

簡
を
排
列
す
る
。
詳
細
は
『
飽
叔
牙
典
隈
朋
之
諫
』
の
項
を
参

照。）

•
林
志
鵬
氏
は
、
次
の
排
列
案
を
提
案
し
て
い
る
。

〈
1
〉
+
〈
2
〉
+
〈
7
〉
+
〈
4
〉
+
〈
8
〉

+

〈
10
〉
…
…
〈
5
〉
+
〈
6
〉
+
〈
3
〉

〈

9
〉

＋ 

る
。
「
日
食
」
は
天
体
現
象
で
あ
る
が
、
斉
国
に
兵
乱
の
災
が
起
こ

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
よ
っ
て
二
大
夫
は
次

の
よ
う
に
考
え
た
。
先
王
の
法
を
行
い
、
「
廃
古
筐
、
行
古
作
（
古

筐
を
廃
し
、
古
作
を
行
う
）
」
よ
う
に
桓
公
に
勧
め
、
祇
（
地
の
神
）

が
そ
の
善
行
に
従
っ
て
く
れ
て
、
は
じ
め
て
禍
患
を
去
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
。

隔
朋
と
飽
叔
牙
と
に
関
す
る
事
は
、
史
書
に
多
く
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
本
篇
の
内
容
は
そ
れ
ら
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

『
飽
叔
牙
異
黒
朋
之
諫
』

（
ほ
う
し
ゅ
く
が
と
し
ゅ
う
ほ
う
と
の
か
ん
）

(
4
)補
足
•
そ
の
他

『
競
建
内
之
』
と
『
飽
叔
牙
奥
隔
朋
之
諫
』
と
は
、
い
ず
れ
も

斉
の
桓
公
・
飽
叔
牙
・
隔
朋
・
竪
ヨ
・
易
牙
が
登
場
す
る
。
陳
剣

氏
は
、
『
競
建
内
之
』
と
『
飽
叔
牙
奥
隠
朋
之
諫
』
と
を
併
せ
て
一

篇
と
見
る
。
竹
簡
の
形
制
の
面
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
ら
二
篇
の
契

口
位
置
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
た
め
、
一
篇
と
み
な
す
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

斉
の
桓
公
の
在
位
時
期
（
前
六
八
五

S
前
六
四
二
年
）
に
該
当

す
る
『
春
秋
』
の
日
食
記
事
は
、
荘
公
十
八
年
、
荘
公
二
十
五
年
、

荘
公
二
十
六
年
、
荘
公
三
十
年
、
倍
公
五
年
、
倍
公
十
二
年
、
僣

公
十
五
年
が
挙
げ
ら
れ
る
（
注
l)°

こ
れ
ら
の
日
食
に
該
当
す
る
か

ど
う
か
は
と
も
か
く
、
桓
公
の
在
位
期
間
に
日
食
が
頻
発
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
文
献
の
日
食
記
事
は
、

事
実
を
背
景
に
著
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

(
1
)
書
誌
情
報

釈
文
担
当
者
は
陳
傾
芥
氏
で
あ
る
。
〈
9
〉
に
篇
題
が
あ
る
。
陳

侃
芥
氏
は
、
お
そ
ら
く
習
慣
と
し
て
篇
末
に
篇
題
を
置
い
た
の
で

(54) 



現
存
文
字
数
は
三
百
四
十
字
。
各
簡
に
は
三
十
三

S
五
十
一
字

が
書
写
さ
れ
て
お
り
、
不
均
等
で
あ
る
。
書
体
は
整
っ
て
お
り
、

字
間
は
基
本
的
に
均
等
で
あ
る
。
天
頭
、
地
脚
に
若
干
の
留
白
は

あ
る
が
、
簡
い
っ
ぱ
い
に
書
写
さ
れ
、
み
な
竹
黄
に
書
か
れ
て
い

る
。
篇
末
〈
8
〉
に
墨
鉤
が
あ
り
、
以
下
は
留
白
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
本
文
の
終
わ
り
を
示
し
て
い
る
。

(
2
)
概
要

陳
侃
芥
氏
の
「
説
明
」
に
基
づ
く
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

飽
叔
牙
・
隔
朋
の
二
大
夫
が
斉
の
桓
公
に
直
諫
し
、
夏
が
殷
に
、

殷
が
周
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
原
因
は
、
そ
の
様
子
を
見
た
だ
け

1.8 
cm 

，
 

4

2

 

簡
長

o
c
m
s
&
c
m

4

4

 

5

8

 

.
m
S
.
m
 

9

C

9

C

 

l

l

 

6

9

 

9
C
r
n
s
9
C
r
n
 

l

l

 

1.8 
cm 

あ
ろ
う
と
述
べ
る
。
現
存
九
簡
。
完
簡
は
七
簡
。
残
簡
は
二
簡
゜

お
お
よ
そ
連
続
し
て
い
る
が
、
〈
1
〉
+
〈
2
〉
と
〈
3
〉
S
〈8
〉

と
の
間
に
欠
簡
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

編
餞
は
三
道
。
右
契
口
、
〈
2
〉
の
み
左
契
口
。
簡
端
は
平
斉
。

簡
長
、
契
口
位
置
は
『
競
建
内
之
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

で
、
そ
の
言
を
聞
か
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、

民
衆
に
対
し
て
は
善
の
心
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
老
弱
に
対
し
て

は
刑
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
国
家
利

益
か
ら
出
発
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
う
し
な
け

れ
ば
斉
の
国
は
疲
弊
の
状
態
に
な
っ
て
、
人
々
は
み
な
憂
い
を
抱

く
。
竪
コ
・
易
牙
な
ど
の
人
、
つ
ま
り
「
邦
家
を
以
て
事
を
為
さ

ほ
し
い
ま
ま

ず
、
公
の
欲
す
る
所
を
縦
に
す
る
」
者
を
起
用
す
る
こ
と
は
、
国

の
災
難
を
招
く
。
彼
ら
は
謀
略
を
行
い
、
あ
な
た
（
桓
公
）
は
そ

れ
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
必
ず
公
の
身
に
害

が
及
ぶ
で
し
ょ
う
、
と
。
そ
れ
を
聞
い
た
桓
公
は
自
ら
祭
祀
を
行

っ
た
。

(
3
)
他
の
排
列
案

・
季
旭
昇
氏
は
「
上
博
五
眺
議
（
上
）
」
（
簡
吊
網
、
二

0
0
六
年
ニ

月
十
八
日
）
に
お
い
て
、
次
の
排
列
案
を
提
案
し
て
い
る
。

…
…
〈
9
〉
…
…
〈
4
〉
+
〈
5
〉
+
〈
6
〉
+
〈
7
〉
…
…

<3
>……<

1
>+<

2
>••…•<

8
>

•
陳
剣
氏
（
前
掲
論
文
）
は
、
季
旭
昇
氏
の
排
列
案
に
賛
同
す
る

も
の
の
、
各
簡
に
欠
簡
は
な
く
、
み
な
連
続
す
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
〈
4
〉
と
『
競
建
内
之
』
の
〈
10
〉
と
は
接
続
す
る
と
し

て
、
『
競
建
内
之
』
と
『
飽
叔
牙
典
隠
朋
之
諫
』
と
を
併
せ
て
排

列
す
る
。

(55) 



〈競
1
〉
…
…
〈
競
5
〉
+
〈
競
6
〉
+
〈
競
2
〉

+

＋
〈
競
4
〉
+
〈
競
3
〉
+
〈
競
8
〉
+
〈
競
9
〉

+

＋
〈
飽
4
〉
+
〈
飽
5
〉
+
〈
飽
6
〉
+
〈
飽
7
〉

+

＋
〈
飽
1
〉
+
〈
飽
2
〉
+
〈
飽
8
〉
+
〈
飽
9
〉

陳
剣
氏
は
、
『
競
建
内
之
』
と
『
飽
叔
牙
典
隔
朋
之
諌
』
と
を
併

せ
て
一
篇
と
見
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
篇
題
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
書
写
・
筆
画
が
『
競
建
内
之
』
と
『
飽
叔

牙
典
隠
朋
之
諫
』
と
で
異
な
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
二
篇
を
一
篇

と
す
る
こ
と
の
障
害
に
な
る
と
述
べ
る
。

(
4
)補
足
•
そ
の
他

陳
剣
氏
の
『
競
建
内
之
』
と
『
飽
叔
牙
典
阻
朋
之
諫
』
と
を

篇
と
見
る
場
合
の
解
釈
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

斉
の
桓
公
は
日
食
に
遭
遇
し
、
そ
れ
を
取
り
除
く
方
法
を
考
え

よ
う
と
し
た
。
飽
叔
牙
と
隔
朋
と
は
、
殷
の
高
宗
と
祖
己
と
の
故

事
を
引
い
て
、
自
然
界
の
異
常
現
象
は
上
天
•
鬼
神
か
ら
の
警
告

で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
古
え
の
人
々
は
異
常
現
象
を
恐
れ
る
だ
け

で
な
く
、
「
得
福
」
で
あ
る
と
見
な
す
。
ま
た
、
天
地
鬼
神
は
人
君

に
対
し
て
諫
詳
に
従
う
こ
と
と
善
政
を
行
う
こ
と
と
を
推
し
進
め

て
い
る
と
見
な
す
。
そ
し
て
、
も
し
適
切
に
対
応
す
れ
ば
、
良
い

報
い
を
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
大
夫
は
、
桓
公
が
心

の
ね
じ
け
た
臣
下
、
竪
ヨ
・
易
牙
を
任
用
し
た
た
め
に
、
桓
公
と

〈競
7

〉

〈競
10〉

〈飽
3

〉

で
は
、
桓
公
の
失
政
の
内
容
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。

図

災
い
を
除
去

斉
国
と
に
様
々
な
危
害
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
非
難
す
る
。
そ
こ
で

桓
公
は
、
祭
祀
を
行
い
、
「
老
弱
不
刑
」
や
道
路
・
橋
梁
を
修
繕
す

る
な
ど
の
善
政
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
適
切
な
対
応
を
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
良
い
報
い
を
得
た
。
良
い
報
い
と
は
、
晋
の
侵
略

を
目
に
見
え
な
い
形
で
停
止
さ
せ
た
こ
と
と
、
日
食
と
桓
公
の
あ

る
種
の
疾
病
は
害
を
為
さ
な
か
っ
た
こ
と
と
で
あ
る
。

以
上
の
陳
剣
氏
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
、
両
篇
の
構
造
を
整
理
し

た
い
。両

篇
は
共
に
、
飽
叔
牙
・
阻
朋
の
二
大
夫
が
斉
の
桓
公
を
諫
め

る
内
容
で
あ
る
。
本
篇
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
日
食
に
つ

い
て
で
あ
る
。
本
篇
で
は
、
日
食
と
い
う
天
体
現
象
が
災
い
の
前

兆
で
あ
っ
て
、
桓
公
の
失
政
に
対
す
る
警
告
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
君
主
が
善
政
を
行
え
ば
、
災
い
は
除
去
さ
れ
、
結

果
と
し
て
良
い
報
い
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
典
型
的
な
天
人

相
関
の
思
想
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

警
告
（
日
食
）

善
政
園
国

l

―

□

日

H

ー

そ
の

（
良
い
報
い
を
得
る
）
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つ
に
、
竪

T
．
易
牙
を
任
用
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
人
材
登
用
の

失
敗
が
挙
げ
ら
れ
る
。
春
秋
期
に
お
い
て
は
日
食
は
凶
事
と
結
び

つ
け
ら
れ
、
漢
代
に
な
る
と
日
食
が
政
治
を
省
み
る
―
つ
の
機
会

と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
の
記
述
が
伝
世
文
献
に
見
ら
れ
る
（
注

2

)

0

従
っ
て
、
本
篇
は
日
食
と
人
材
登
用
と
が
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
明
確
に
示
す
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
祭
祀
と
善
政
と
の
関
係
で
あ
る
。
本

篇
に
お
い
て
は
、
日
食
時
の
対
応
と
し
て
祭
祀
が
行
わ
れ
る
。
具

体
的
に
は
、
「
説
」
の
祭
祀
を
行
う
こ
と
、
紋
飾
の
な
い
の
祭
服
を

着
用
す
る
こ
と
、
器
物
を
置
く
こ
と
、
犠
牲
・
珪
璧
を
捧
げ
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
祭
祀
を
行
い
、
さ
ら
に
君
主

自
身
が
善
政
を
行
う
こ
と
が
、
災
い
を
除
去
す
る
方
法
と
し
て
重

要
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
篇
で
は
、
「
老
弱
不
刑
」
、

道
路
・
橋
梁
の
修
繕
と
い
う
よ
う
に
、
善
政
の
具
体
的
な
内
容
を

も
記
載
し
て
い
る
。

以
上
よ
り
、
本
篇
は
、
日
食
は
天
か
ら
の
警
告
で
あ
る
と
君
主

が
理
解
し
、
君
主
自
身
が
祭
祀
と
善
政
と
を
行
え
ば
、
災
い
は
除

去
さ
れ
、
結
果
と
し
て
良
い
報
い
を
得
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
構

造
を
持
つ
文
献
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

現
存
文
字
数
は
六
百
六
十
九
字
（
合
文
三

ま
た
、
〈
9
〉
に
は
墨
釘
が
あ
る
。

(
2
)
概
要

季
康
子
と
孔
子
と
が
、
国
の
統
治
に
つ
い
て
の
問
答
す
る
内
容

で
あ
る
。
季
康
子
は
孔
子
に
「
君
子
之
大
務
」
や
、
統
治
者
と
し

て
の
徳
の
形
成
の
方
法
、
及
び
強
権
統
治
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、

自
ら
の
昏
昧
に
よ
る
失
政
の
危
惧
を
述
べ
、
孔
子
に
打
開
策
を
問

う
。
孔
子
は
統
治
者
と
し
て
の
君
子
の
あ
り
方
を
示
し
、
孔
子
の

1. 3 
cm 

18.0 
cm 

＇ 6
0

 

簡

長

＆

c
m
s
9
C
m

3

3

 
18.2 
cm 

(
1
)
書
誌
情
報

釈
文
担
当
者
は
、
横
茅
左
氏
で
あ
る
。
篇
題
は
無
く
、
冒
頭
の

「
季
庚
子
問
於
孔
子
」
よ
り
取
る
。
現
存
二
十
三
簡
。
完
簡
は
八

簡
。
整
簡
は
四
簡
。
残
簡
は
十
一
簡
。

編
餞
は
三
道
。
右
契
口
。
簡
端
は
平
斉
。

重
文
四
）
。

『
季
庚
子
問
於
孔
子
』
（
き
こ
う
し
こ
う
し
に
と
う
）

1. 3 
cm 
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〈

1
8
A〉

(
3
)
他
の
排
列
案

綴
合
復
原
さ
れ
た
五
簡
(
〈
10
〉
・
〈
15
〉
・
〈
18
〉
・
〈
22
〉
・
〈
11
〉)

に
つ
い
て
は
、
異
論
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
（
筆
者
注
袖
芦
助
し
て

い
る
竹
簡
の
上
部
を

A
、
下
部
を
B
と
す
る
。
）

•
陳
剣
氏
（
前
掲
論
文
）
に
よ
る
排
列
案
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
8
〉
…
…
(
〈
5
〉
)
…
…
〈
21
〉
+
〈
2
2
A
〉
+
〈
13
〉

+

〈14
〉
+
〈
1
5
A
〉
+
〈
9
〉
+
〈
1
0
A
〉
+
〈
1
0
B
〉
+
〈
1
9
〉

+
〈
20
〉
+
〈
2
3
〉

•
李
鋭
氏
（
「
読
《
季
康
子
問
千
孔
子
》
札
記
」
簡
吊
研
究
、
二
O

0
六
年
三
月
六
日
）
に
よ
る
排
列
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈1
0
A
〉
+
〈
1
0
B
〉
+
〈
1
1
A
〉
+
〈
1
8
B
〉
+
〈
1
9
〉
、
〈
1
7
〉

+
〈
2
3
〉
、
〈
1
8
A
〉
+
〈
5
〉
+
〈
1
1
B
〉
、
〈
12
〉
…
…
〈
15

B
〉

•
陳
偉
氏
（
「
《
季
康
子
問
孔
子
》
零
識
（
続
）
」
、
簡
吊
網
、
二
O

0
六
年
三
月
二
日
）
に
よ
る
排
列
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
12
〉
…
…
〈
1
5
B
〉

•
牛
新
房
氏
（
「
読
上
博
（
五
）
《
季
康
子
問
千
孔
子
》
瑣
議
」
、
簡

吊
網
、
二

0
0
六
年
三
月
九
日
）
に
よ
る
排
列
案
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

〈

1
1
B
〉

+

政
治
論
が
語
ら
れ
る
。

0.8 
cm 

，
 

7

4

 

簡
長

3
c
m
s
4
c
m

4

4

 

21cm
前
後

(
1
)

書
誌
情
報

釈
文
担
当
者
は
李
朝
遠
氏
で
あ
る
。
篇
題
は
無
く
、
冒
頭
の
「
姑

成
家
父
」
よ
り
取
る
。
現
存
十
簡
。
完
簡
は
六
簡
。
残
簡
は
四
簡
゜

編
餞
は
三
道
。
右
契
口
。
簡
端
は
平
斉
。

『
姑
成
家
父
』
（
こ
せ
い
か
ふ
）

21cm
前
後

m
 

8

1

 .
c
 

s
 

o

l

 

•
福
田
哲
之
氏
（
「
上
博
四
《
内
礼
》
附
簡
、
上
博
五
《
季
康
子
問

干
孔
子
》
第
十
六
簡
的
帰
属
問
題
」
、
簡
吊
網
、
二

0
0六
年
三

月
七
日
）
は
、
上
博
楚
簡
第
四
分
冊
所
収
の
『
内
豊
』
（
馬
承
源

主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
』
、
上
海
古
籍
出
版

社
、
二

0
0
四
年
十
二
月
）
の
附
簡
は
、
字
体
・
契
口
位
置
の

合
致
か
ら
『
季
庚
子
問
於
孔
子
』
中
に
帰
属
す
る
べ
き
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
季
庚
子
問
於
孔
子
』
の
〈
16
〉
は
他
の

竹
簡
と
字
体
が
異
な
り
、
上
博
楚
簡
第
二
分
冊
所
収
の
『
昔
者

君
老
』
の
第
二
簡
に
接
続
す
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
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〈

7

〉
+

〈

9

〉
+

(
3
)
他
の
排
列
案

•
陳
偉
氏
（
「
《
苦
成
家
父
》
通
釈
」
、
簡
吊
網
、
二
0
0
六
年

月
二
十
六
日
）
に
よ
る
排
列
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
1
〉
+
〈
6
〉
+
〈
7
〉
+
〈
8
〉
:
・
…
〈
2
〉
+
〈
3
〉

+
〈
4
〉
+
〈
5
〉
+
〈
9
〉
+
〈
10
〉

・
沈
培
氏
（
「
上
博
楚
簡
《
姑
成
家
父
》
一
介
編
聯
組
位
置
的
調
整
」
、

簡
吊
網
、
二

0
0
六
年
二
月
二
十
一
日
）
に
よ
る
排
列
案
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

〈
1
〉
+
〈

6
〉

+

〈
4
〉
+
〈
5
〉
+

〈

8
〉

〈

10〉

＋ 
〈

2
〉

＋ 
〈

3
〉

＋
 

現
存
四
百
六
十
六
字
（
重
文
八
、
合
文
二
、
合
文
的
重
文
（
合

文
で
あ
り
、
か
つ
重
文
）
一
）
。

(
2
)
概
要

李
朝
遠
氏
の
「
説
明
」
に
基
づ
く
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

本
篇
は
、
春
秋
中
期
の
晋
国
の
三
郁
（
部
綺
•
郁
蛸
•
郁
至
）

に
関
係
が
あ
る
。
内
容
は
、
『
左
伝
』
・
『
国
語
』
な
ど
の
文
献
に

近
い
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
基
本
的

立
場
は
、
一
部
に
同
情
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

現
存
文
字
数
は
三
百
四
十
一
（
重
文
五
）
。
張
光
裕
氏
は
、
『
弟

子
問
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
『
君
子
為
證
』

と
『
弟
子
問
』
と
は
内
容
が
類
似
し
て
お
り
、
両
篇
を
併
せ
る
と

四
十
一
簡
で
あ
る
が
、
残
欠
が
多
い
た
め
に
両
篇
を
併
せ
て
排
列

し
難
い
。
竹
簡
の
契
ロ
・
文
字
の
書
写
・
風
格
及
び
特
徴
な
ど
を

仔
細
に
見
た
結
果
、
二
種
類
に
区
分
で
き
る
。
「
而
」
・
「
也
」
．

「
子
」
・
「
其
」
・
「
尊
」
の
字
の
運
筆
・
形
体
に
は
、
独
特
の
写
法

が
あ
る
。
以
上
の
基
準
、
並
び
に
結
合
部
分
の
簡
文
の
内
容
に
よ

っ
て
、
『
君
子
為
證
』
及
び
『
弟
子
問
』
は
二
つ
に
分
篇
す
る
。

10.5 
cm 

13. 2 
cm 

，
 

1

5

 

簡
長

4
c
m
s
4
c
m

5

5

 

(
1
)
書
誌
情
報

釈
文
担
当
者
は
、
張
光
裕
氏
で
あ
る
。
篇
題
は
、
〈
1
〉
の
「
君

子
為
豊
（
證
）
」
の
句
よ
り
取
る
。
全
十
六
簡
。
完
簡
は
二
簡
。
残

簡
は
十
四
簡
゜

編
餞
は
三
道
。
右
契
口
。
簡
端
は
平
斉
゜

『
君
子
為
穂
』
（
く
ん
し
れ
い
を
な
す
）

19.5 
cm 

． 
10. 3 
cm 

(59) 



「子」
「也」

「而」

〈君

1
〉

〈弟
1

〉

(
2
)
概
要

張
光
裕
氏
の

「
説
明
」

に
基
づ
く
概
要
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

本
篇
の
多
く
は
孔
子
と
弟
子
と
の
間
の
問
答
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。
篇
中
に
顔
淵
が
孔
子
の
答
え
に
つ
い
て
問
う
記
述
が
あ
り
、

そ
の
中
で
説
か
れ
る

「
礼
」
と
「
仁
」
と

の
関
係
は
明
瞭
で
あ
る
。

本
篇
の
「
言
之
而
不
義
、
口
勿
言
也
。
視
之
而
不
義
、
目
勿
視
也
。

聴
之
而
不
義
、
耳
勿
聴
也
。
動
而
不
義
、
身
母
動
焉
。
」
(
〈
1
〉
.

〈
2
〉
)
と
、
『
論
語
』
の
「
顔
淵
問
仁
。
子
日
、
「
克
己
復
礼
為

〈君
2

〉

〈弟
9

〉

「尊」

〈君
1

〉

〈弟
4

〉

〈君
2

〉

〈弟
9

〉

「其」

〈君

3
〉

〈弟
4

〉

(60) 



仁
。
一
日
克
己
復
礼
、
天
下
帰
仁
焉
。
為
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
。
」

顔
淵
日
、
「
請
問
其
目
。
」
子
日
、
「
非
礼
勿
視
、
非
礼
勿
聴
、
非

礼
勿
言
、
非
礼
勿
動
。
」
顔
淵
日
、
「
回
雖
不
敏
、
請
事
斯
語
突
。
」
」

（
顔
淵
）
と
は
、
大
意
が
同
じ
で
あ
る
。
本
篇
は
、
「
不
義
」
と
は

「
勿
言
」
・
「
勿
視
」
・
「
勿
聴
」
・
「
勿
動
」
で
あ
る
こ
と
を
掲
げ
、

こ
れ
に
反
す
る
も
の
は
「
非
礼
」
及
び
「
不
依
於
仁
」
で
あ
る
と

し
て
お
り
、
そ
の
理
論
は
明
瞭
で
あ
る
。
ま
た
、
『
礼
記
』
曲
礼
篇
・

玉
藻
篇
等
と
比
較
で
き
る
内
容
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
〈
10
〉
・
〈
12
〉

で
は
、
孔
子
を
「
仲
尼
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
も
貴
重
で
あ
る
。

(
3
)
他
の
排
列
案

•
陳
剣
氏
（
前
掲
論
文
）
に
よ
る
排
列
案
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

陳
剣
氏
は
、
『
君
子
為
證
』
と
『
弟
子
問
』
の
一
部
と
が
接
続
す

る
と
み
な
す
。

〈
君
1
〉
+
〈
君
2
〉
+
〈
君
3
〉
+
〈
君
9
〉
+
〈
君
4
〉、

〈
君
7
十
君
8

（
接
合
）
〉
、
〈
君
1
1
〉
+
〈
君
15
〉
+
〈
君
13
〉

＋
〈
君
16
〉
+
〈
君
14
〉
+
〈
君
12
〉
…
…
〈
弟
22
〉
、
〈
君
10
〉

＋
〈
弟
18
〉

•
陳
偉
氏
（
「
《
君
子
為
礼
》
9

号
簡
的
綴
合
問
題
」
、
簡
吊
網
、

二
0
0
六
年
三
月
五
日
）
に
よ
る
排
列
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
9
〉
は
、
4
つ
の
残
簡
を
―
つ
に
接
合
し
て
い
る
。
―
つ
目

を
〈
9

A
〉
、
一

S
四
つ
目
を
〈
9

B
〉
と
す
る
。

〈

3
〉

＋ 
〈

9

A〉

＋ 

(
4
)
補
足
•
そ
の
他

『
君
子
為
證
』
で
は
、
孔
門
の
活
発
な
思
想
活
動
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
文
中
に
登
場
す
る
人
物
は
、
孔
子
、
顔
淵
、
子
羽
、

子
貢
、
子
産
、
舜
、
萬
ら
で
あ
る
。
前
半
部
は
、
孔
子
と
顔
淵
と

が
「
礼
」
と
「
仁
」
の
関
係
に
つ
い
て
問
答
を
行
っ
て
い
る
。
後

半
部
は
、
子
羽
と
子
貢
と
が
、
孔
子
と
子
産
と
は
ど
ち
ら
が
賢
人

で
あ
る
か
と
い
う
内
容
の
問
答
を
行
っ
て
い
る
。
竹
簡
の
欠
損
が

多
い
た
め
に
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
が
、
他
に
も
歴
史
上
の
人
物
と

孔
子
と
を
比
較
し
て
い
た
と
見
ら
れ
、
孔
子
こ
そ
が
賢
人
で
あ
る

と
顕
彰
し
て
い
る
内
容
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
〈
16
〉
は
「
子
治
詩
書
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
、
「
六
経
」

の
成
立
に
か
か
わ
る
記
事
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

『
君
子
為
證
』
と
『
弟
子
問
』
の
一
部
と
は
連
続
す
る
可
能
性

あ
る
が
、
簡
の
欠
損
が
多
い
た
め
、
簡
の
形
制
か
ら
判
断
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

〈

4
〉

＋ 
〈

9

B〉

(61) 



頂
端
か
ら
上
契
口
ま
で
の
長
さ
は
、
〈
3
〉
は
十
．
四
Cm
、〈13〉

は
十
五
．

o
c
m
で
あ
り
、
契
口
位
置
に
ず
れ
が
あ
る
た
め
に
確
定

で
き
な
い
。

？ 
cm 

？ 
cm 

2
 

残
簡
最
長

5
c
m

4
 

編
餞
は
三
道
。
右
契
口
。
簡
端
は
平
斉
。

『
弟
子
問
』
（
て
い
し
も
ん
）

18.2 
cm 

9/ 
9.5 
cm 

(
1
)

書
誌
情
報

釈
文
担
当
者
は
、
張
光
裕
氏
で
あ
る
。
篇
題
は
無
く
、
整
理
者

に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
。
全
二
十
五
簡
。
完
簡
は
な
し
。
す
べ

て
残
筋
。
そ
れ
ぞ
れ
の
間
が
連
続
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
張

光
裕
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
本
篇
の
附
簡
（
上
半
分
が
残
欠
）

は
、
初
歩
の
整
理
時
に
『
弟
子
問
』
諸
簡
と
同
列
と
み
な
し
て
い

た
。
契
口
の
位
置
が
未
だ
に
確
認
で
き
な
い
が
、
筋
文
の
内
容
は

大
変
重
要
で
あ
り
、
十
分
に
研
究
価
値
が
あ
る
た
め
に
篇
末
に
附

し
た
。
こ
の
帰
属
の
問
題
は
、
今
後
再
び
論
定
を
行
う
必
要
が
あ

る。

〈

9
〉

〈

13〉

〈

8
〉

〈

4
〉

現
存
文
字
数
は
四
百
九
十
四
字
（
合
文
二
、
重
文
二
）
。
〈
8
〉

の
「
子
貢
日
」
の
「
日
」
の
字
と
、
他
の
簡
の
「
日
」
の
字
と
は
、

写
法
が
異
な
る
。

張
光
裕
氏
は
、
〈
8
〉
と
他
の
筋
と
を
対
比
す
る
と
、
字
形
・
風

格
は
極
め
て
似
て
お
り
、
契
口
位
置
も
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
る
。

さ
ら
に
、
同
一
篇
中
の

「
日
」
の
字
に
二
種
類
の
写
法
が
あ
る
こ

と
は
、
上
博
楚
筋
『
相
邦
之
道
』
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

(62) 



に
墨
鉤
が
あ
る
。

こ
こ
で
も
―
つ
に
併
せ
て
排
列
す
る
、
と
し
て
い
る
。
（
筆
者
注
~

た
だ
し
、
少
な
く
と
も
〈
8
〉
と
〈
4
〉
と
は
、
契
口
位
置
が
異

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
）

〈
1
〉
.
〈
1
2
〉
・
〈
13
〉
・
〈
1
7
〉
・
〈
2
4
〉

(
3
)
概
要

張
光
裕
氏
の
「
説
明
」
に
基
づ
く
概
要
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

孔
子
と
弟
子
と
の
応
対
問
答
に
関
わ
る
内
容
で
あ
る
。
孔
子
と

宰
我
•
顔
淵
と
の
問
答
、
及
び
顔
淵
と
子
由
、
子
羽
と
子
貢
と
の

応
答
等
を
含
み
、
問
答
の
内
容
は
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
春
秋

不
恒
至
、
考
老
不
復
壮
。
」
（
〈
5
〉
）
と
言
っ
て
、
弟
子
に
わ
ず
か

な
時
間
さ
え
も
惜
し
む
べ
き
で
あ
る
と
訓
戒
す
る
。
ま
た
、
「
貧
賎

而
不
約
者
、
吾
見
之
突
。
富
貴
而
不
験
者
、
吾
聞
而
[
未
之
見
也
]
ご

(〈
6
〉
)
は
、
『
礼
記
』
坊
記
・
『
論
語
』
学
而
等
の
篇
と
照
ら
し

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
孔
子
の
安
貧
処
富
の
態
度
を
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
「
食
肉
如
飯
土
、
飲
酒
如
滑
、
信
乎
。
」
（
〈
8
〉
）
と

言
い
、
食
肉
・
飲
酒
の
無
節
操
さ
に
借
り
て
、
大
切
に
す
る
行
い

を
知
ら
ず
、
人
に
信
用
を
置
か
せ
難
い
こ
と
を
言
う
。
そ
し
て
子

貢
は
「
莫
信
乎
父
母
、
死
不
顧
生
、
可
言
乎
其
信
也
。
」
（
〈
8
〉
）

と
し
て
、
正
面
か
ら
回
答
を
せ
ず
、
細
か
く
意
味
を
考
え
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。

附
簡
の
「
考
（
巧
）
言
官
色
、
未
可
謂
仁
也
。
」
は
、
『
論
語
』

学
而
の
「
巧
言
令
色
、
鮮
突
仁
」
に
相
当
す
る
。
簡
本
の
「
穿
」

は
「
善
」
で
あ
る
。
「
窟
色
」
は
「
善
色
」
を
言
い
、
そ
の
意
味
は

「
令
色
」
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
「
穿
」
の
字
は
楚
国
の
青
銅
器
に

も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
楚
の
方
言
の
特
殊
用
字
と
見
な
す
こ
と
も

で
き
、
注
目
に
値
す
る
。

(
3
)
他
の
排
列
案

•
陳
剣
氏
（
前
掲
論
文
）
に
よ
る
排
列
案
は
、

る
。
（
残
簡
を
適
宜
接
合
す
る
。
）

〈2
〉
+
〈
1
〉
、
〈
7
+
8
（
接
合
）
〉
、
〈
1
1
+
2
4
（
接
合
）
〉
、

〈
1
2
+
1
5
（
接
合
）
〉
、
〈
1
7
+
2
0
（
接
合
）
〉
＋
〈
4
〉

次
の
通
り
で
で
あ

(
4
)
補
足
•
そ
の
他

『
弟
子
問
』
の
一
部
は
『
君
子
為
證
』
に
連
続
す
る
と
い
う
案

が
あ
る
が
、
契
口
位
置
が
異
な
る
（
陳
剣
氏
は
、
契
口
位
置
を
考

慮
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
）
。
〈
8
〉
の
契
口
位
置
は
、
他
の

簡
と
は
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

文
中
に
登
場
す
る
人
物
は
、
孔
子
、
宰
我
、
顔
淵
、
子
由
、
子

羽
、
子
貢
、
季
子
で
あ
る
。
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(
2
)
概
要

張
光
裕
氏
の
「
説
明
」
に
基
づ
く
概
要
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

現
存
文
字
数
は
八
百
九
十
八
字
（
合
文
二
、
重
文
九
）
。
各
簡
に
は

四
十
一

S
四
十
九
字
が
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
墨
鉤
が
数
多
く
あ
る
。

7

1

 

簡
長

4
c
m
s
氏

cm

4

4

 

14.4 
cm 

17.0 
Clll 

『
三
徳
』
（
さ
ん
と
く
）

13. 1 
cm 

(
1
)
書
誌
情
報

釈
文
担
当
者
は
李
零
氏
で
あ
る
。
篇
題
は
未
見
で
あ
り
、
現
在

の
篇
題
は
整
理
者
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
。
現
存
二
十
二
簡
。
別

に
一
簡
（
香
港
中
文
大
学
中
国
文
化
研
究
所
文
物
館
所
蔵
。
こ
れ

を
附
簡
と
す
る
）
。
完
簡
は
五
簡
。
整
簡
は
十
簡
。
残
簡
は
八
簡
゜

大
部
分
は
接
続
す
る
(
〈
1
〉

S
〈9
〉、〈
10
〉
S
〈16
〉、〈
17
〉
.

〈
1
8
〉
)
。
た
だ
し
、
〈
19
〉
以
下
の
五
簡
は
残
欠
し
て
お
り
、
位

置
を
断
定
で
き
な
い
。

編
綾
は
両
道
、
右
契
口
。
簡
端
は
平
斉
。

〈

4
〉

(
3
)
他
の
排
列
案

•
陳
剣
氏
（
前
掲
論
文
）
に
よ
る
排
列
案
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
1
〉
、
〈
2
〉
+
〈
3
〉
、
〈
4
〉
+
〈
5
〉
、
〈
6
〉
+
〈
7
〉
、

〈8
〉
+
〈
9
〉、〈
10
〉
+
〈
11
〉
+
〈
12
〉、〈
13
〉
+
〈
14
〉、

〈
15
〉
+
〈
16
〉

陳
剣
氏
は
以
上
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
分
け
を
提
案
し
て
い
る
が
、

グ
ル
ー
プ
間
の
連
続
関
係
は
未
詳
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
陳

剣
氏
は
一
歩
進
め
て
、
次
の
よ
う
な
排
列
を
提
案
す
る
。

〈
1
〉
+
〈
4
〉
+
〈
5
〉
、
〈
13
〉
+
〈
14
〉
+
〈
19
〉、〈
17
〉

+
〈
15
〉
+
〈
16
〉、〈
21
〉
+
〈
1
8
〉
、
〈
2
2
〉
+
〈
6
〉
+
〈
7
〉

〈
12
〉
+
〈
20
〉

．
侯
乃
鋒
氏
（
「
読
上
博

(
5
)
《
三
徳
》
札
記
四
則
」
、
簡
吊
網
、

二
0
0
六
年
二
月
二
十
七
日
）
に
よ
る
排
列
案
は
、
次
の
通
り

で
あ
る
。

〈
2
〉
…
…
〈
1
〉
+

＋ 
〈

5
〉

『
大
戴
礼
記
』
四
代
に
「
子
日
、
有
天
徳
、
有
地
徳
、
有
人
徳
、

此
謂
三
徳
。
三
徳
率
行
、
乃
有
陰
陽
。
陽
日
徳
、
陰
日
刑
。
」
と
あ

り
、
三
オ
の
徳
を
も
っ
て
陰
陽
刑
徳
に
配
当
す
る
と
し
て
い
る
。

本
篇
の
冒
頭
に
類
似
し
た
表
現
が
あ
り
、
そ
れ
に
依
っ
て
篇
題
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
篇
中
に
は
韻
文
が
多
く
、
句
読
の
区
切
り
と

な
り
、
釈
読
す
る
際
の
重
要
な
依
拠
と
な
る
。
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(
1
)
書
誌
情
報

釈
文
担
当
者
は
曹
錦
炎
氏
で
あ
る
。
篇
題
は
無
し
。
『
鬼
神
之
明
』

は
、
整
理
者
が
内
容
に
基
づ
い
て
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
『
融
師

有
成
氏
』
は
、
冒
頭
五
字
よ
り
取
る
。
現
存
八
簡
。
完
簡
は
な
し
。

『
鬼
神
之
明
融
師
有
成
氏
』

（
き
し
ん
の
め
い
ゆ
う
し
ゆ
う
せ
い
し
）

(
4
)
補
足
•
そ
の
他

「
天
」
・
「
地
」
・
「
人
（
民
）
」
に
関
す
る
内
容
で
あ
り
、
ま
ず

「
天
」
・
「
地
」
・
「
人
」
が
世
界
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
提

供
し
て
い
る
か
を
説
く
。
た
だ
し
、
そ
の
後
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど

は
「
天
」
と
「
人
」
と
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
地
」
に
関
す

る
記
載
は
少
な
い
。

本
篇
に
お
け
る
「
天
」
と
「
人
」
と
の
関
係
は
、
典
型
的
な
天

人
相
関
で
あ
り
、
人
為
が
「
天
」
に
感
応
し
、
「
天
」
が
人
為
に
応

じ
た
禍
福
を
降
す
と
い
う
思
想
が
見
ら
れ
る
。
人
格
神
と
し
て
上

天
•
上
帝
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
本
篇
は
君
主
の
修
身
•
修
政
の
必
要
事
項
を
訓
戒
し
て
い

る
た
め
、
為
政
者
を
対
象
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

現
存
文
字
数
は
、
『
鬼
神
之
明
』
は
百
九
十
七
字
、
『
融
師
有
成

氏
』
は
百
二
十
二
字
。
〈
1
〉
に
は
空
白
が
あ
り
、
竹
簡
の
表
面
を

削
っ
た
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
誤
っ
て
書
か
れ
た
部
分
を

削
除
す
る
た
め
に
削
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
〈
2
〉
に

墨
節
、
〈
2
〉
の
背
面
に
文
字
が
十
三
字
が
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
墨
節
部
分
に
書
き
漏
ら
し
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に

〈
2
〉
の
背
面
に
筆
写
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
〈
5
〉
の
墨
節
に

よ
っ
て
、
『
鬼
神
之
明
』
と
『
融
師
有
成
氏
』
と
が
分
け
ら
れ
る
。

(
2
)
概
要

曹
錦
炎
氏
の
「
説
明
」
に
よ
る
と
、
『
鬼
神
之
明
』
は
、
『
墨
子
』

の
侠
文
の
可
能
性
が
あ
る
。
墨
子
と
弟
子
或
い
は
他
人
と
の
対
話

で
あ
り
、
討
論
の
内
容
は
「
鬼
神
」
に
は
明
ら
か
な
と
こ
ろ
と
明

10. 7 
cm 

残
簡
最
長

52, 1 I 

cm 

4

5

 
.s.m 

5

5

c

 

l

l

 

15.4 
cm 

． 
10.6 
cm 

整
簡
は
二
簡
。
残
簡
は
六
簡
。
〈
五
〉
の
墨
節
に
よ
っ
て
、
『
鬼
神

之
明
』
と
『
融
師
有
成
氏
』
と
を
分
け
て
い
る
。

編
餞
は
三
道
。
右
契
口
。
簡
端
は
平
斉
。
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(
1
)
斉
藤
国
治
・
小
沢
賢
二
『
中
国
古
代
の
天
文
記
録
の
検
証
』
、
雄
山

閣
出
版
株
式
会
社
、
一
九
九
二
年
九
月
。

(
2
)
中
川
綾
子
「
中
国
古
代
の
日
食
ー
唐
代
ま
で
の
日
食
に
対
す
る
意

識
・
対
応
の
変
化
」
、
『
お
茶
の
水
史
学
』
四
十
一
号
、
一
九
九
七
年

十
二
月
。

扉

記

1
]
簡
吊
研
究
と
簡
吊
網

こ
れ
ま
で
は
「
簡
吊
研
究
」

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
a
n
b
o
.
o
r
g
/

お
よ
び

http://www.bamboosilk.org/)~ 

紐
奴
タ
ク
く
給
嘩

X
ぶ
”
坦
四
呻
皿
キ
0
わ
i

て
い

tc

が
、
最
近
で
は
掲
載
数
が
減
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
武
漢
大
学
簡
吊
研
究

中
心
の
「
簡
吊
網
」
（
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
/
)

は
、
論
文
掲
載
数
が

激
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二

0
0
六
年
六
月
二
十
六
日

1
二
十
八
日
に

武
漢
大
学
で
出
土
文
献
の
国
際
学
会
（
「
新
出
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
」
）

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
今
後
、
戦
国
楚
簡

に
関
す
る
札
記
・
論
文
等
は
、
「
簡
吊
網
」
が
主
体
と
な
っ
て
い
く
可
能
性

注

ら
か
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
問
題
に
関
し
て
で
あ
る
。

『
融
師
有
成
氏
』
は
、
上
古
の
伝
説
上
の
人
物
の
故
事
、
祝
融

の
師
に
は
成
氏
・
蛍
尤
•
伊
手
等
が
い
た
こ
と
、
並
び
に
夏
・
商

の
歴
史
に
関
わ
る
内
容
を
叙
述
し
て
い
る
。

も
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
大
半
が
論
文

で
は
な
く
札
記
で
あ
る
。
字
句
解
釈
等
に
関
し
て
の
短
い
考
察
が
多
く
、

論
文
と
呼
べ
る
も
の
は
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

[
附
記
2
]

本
稿
の
執
筆
に
先
立
ち
、
筆
者
は
二

0
0
六
年
三
月
二
十
六

S
二
十
八

日
に
大
阪
大
学
で
行
わ
れ
た
戦
国
楚
簡
研
究
会
の
第
二
十
九
回
研
究
会
に

て
第
五
分
冊
に
関
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
そ
の
際
に
、
浅
野
裕
一
先
生
（
東

北
大
学
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
教
授
）
、
湯
浅
邦
弘
先
生
（
大
阪
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
教
授
）
、
福
田
哲
之
先
生
（
島
根
大
学
教
育
学
部
教
授
）
、

竹
田
健
二
先
生
（
島
根
大
学
教
育
学
部
助
教
授
）
、
菅
本
大
二
先
生
（
梅
花

女
子
大
学
文
化
表
現
学
部
助
教
授
）
の
諸
先
生
よ
り
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
補
足
・
訂
正
を
行
っ
た
。
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